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■ 要  旨 ■ 

浚渫土を原料土として作製した固化処理土を破砕し、この破砕粒子を砂礫の代替品として護岸背面の裏埋など

に利用することができれば好都合である。しかしながら、固化処理土を海水中で長期間曝露すると、海水に触れて

いる表面から Ca2・が溶出し、強度の低い劣化層が形成されることが知られている。破砕粒子にこうした劣化が生じる

と、初期に持っていた内部摩擦角が大きく減少する可能性がある。そこで、含水比が 110%の浚渫土に固化材を 100

～400kg/m3 添加した固化処理土とその破砕粒子を海水曝露条件下に放置し、その劣化特性を調査した。図-6(a)

は、一軸圧縮強さ qu28 と劣化係数 A の関係を示している。A は 1 年間海水曝露した際の劣化量に等しい。この図よ

り、qu28 が増加すると、A が大きく低下することがわかる。図-16 は、高い固化材添加量の場合の曝露日数と内部摩

擦角φd の関係を示している、曝露日数が増加すると、劣化によってφd は幾分低下することがわかる。結論として、

海水曝露による劣化の影響がない場合は砂礫の代替品としての利用が可能と考えられるが、 50 年後の長期予測

を行うと、海水曝露による劣化の影響が大きい可能性があることが明らかとなった。 
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         図-6 qu28～A の関係             図-16 曝露日数と～φd の関係 


